


事業概要

1. 期間
開始 ：（西暦）2025年8月
終了（予定）：（西暦）2029年8月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

次世代PEFC用触媒・触媒層の研究開発の加速に資す
る自動実験装置を構築し、1st～3ｒd stage (図1)を実施す
る環境を整える。PEFC評価解析プラットフォーム等との
連携や装置の利活用により、セラミック担体系触媒への
触媒担持等を含めて従来の方法に比べて15倍の研究
加速を達成する。

図１ 自動実験システム構築の流れ

次世代PEFC用触媒・触媒層の研究開発の加速に資す
る自動実験装置の構築をすすめ、1st stage (図1)を実施
する環境を整えつつある。PEFC評価解析プラットフォー
ム等との連携や装置の利活用により、セラミック担体系
触媒への触媒担持等を含めて従来の方法に比べて5倍
の研究加速を達成した。
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• 本事業を実施する背景や目的

１．事業の位置付け・必要性

• 本事業の位置づけや意義、必要性

PEFCの更なる高効率・高出力・高温対応は広範囲なアプリケーションの適用に必須である。
例えばカソードにおいて、従来比9倍以上の活性向上と高温作動対応を、触媒層ではそれら
に対応した新たな触媒層設計が求められる。その一方、従来手法・アイテムでは性能向上ス
ピードが対応せず、人的リソースも限られることから、DX技術を有効活用した研究の加速も
重要視されている。自動・自律実験は現時点で黎明期の段階であるが、各研究・開発工程
の自動化、精度向上、効率化はもとより、最先端 DX技術を用いた多角的視点に基づく知見
を新たに見出し、研究の大幅な加速が見込まれる。

本申請ではそれらの技術を活用し、PEFC評価解析プラットフォームとも強く連携して、
2035年以降のPEFCの性能向上に資する自動実験装置を構築する。さらに、NEDO事業者
に対して当該装置のオープン利用とデータのオープン活用を活性化させ、データ解析プ
ラットフォームとも密接に連携し、新たな触媒・触媒層のアイテムの創出を加速させること
に意義がある。また、NEDOやPEFC評価解析プラットフォーム等の要請に応じ、当該自動
実験システムのノウハウ等を、電気化学的に作動する触媒や触媒層の研究を行う他の
NEDO事業者へ広く提供し、分野を超えた連携をも図る。
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• 研究開発の目標と目標設定の考え方（根拠）

• 研究開発のスケジュール

• 研究開発の実施体制

• その他、研究開発の進捗管理（マネジメント）や知的財産戦略に関する独自の取り組み等。

①研究成果の効率的な特許出願、権利化の推進
出願目標：特許出願1件／年×5年＝5件／5年以上

②社会実装のステージに対応した適切な契約締結
・材料サンプルの供試時：供試先とNDAを締結する。
・知的財産の事業化時：適切な事業化企業を選定し、効果的な知的財産権の実施権の

設定契約を締結する。

2 ．研究開発マネジメントについて

【委託先】

NEDO 国立大学法人山梨大学

NEDOロードマップの触媒と触媒層等に関連する2035年目標の検討会において、2035
年目標の出力特性や耐久性を有しFCを搭載したHDV（トラックなど）への応用に資する
ためには、従来の研究開発速度の14倍以上の加速が必要であることが報告されている。
その研究はその研究加速の割合に準じて目標設定を実施した。
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• 特許や論文、学会発表、広報等の取り組み

見学（数件/月）受け入れ
オープンシンポジウム等の実施
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• 実用化・事業化に対する今後の課題と対応方針

自動実験装置自体の販売は、自動実験装置のハードや制御ソフト及び得られる
データのデータベース構築、さらには、シミュレーションの活用による性能予測など、幅
広い分野にまたがり、複数の企業がそれぞれの分野において、事業化を行うことが想定
される。自動実験装置の市場としては、本事業で構築する触媒および触媒層の合成から
物性評価およびシミュレーションによる性能予測まで、あるいはその一部を用いて、独自
の触媒および触媒層を研究開発する企業や大学、研究機関が対象となる。したがって、
導入先の研究対象分野も、燃料電池にとどまることなく、類似の技術を用いる幅広い技
術や製品分野になるものと期待される。

• 実用化・事業化に向けた具体的な取り組み（計画や戦略等）
自動実験装置の構築より、触媒の合成と触媒層の形成過程の研究開発が従来の15

倍程度の速度で実施できるようになり、燃料電池などの触媒および触媒担体の新規材
料の研究開発において、より多くの候補材料の探索やそのデータベースの整備とその
データの処理により新規な材料のアイディア創出が促進され、2035年目標の実現が可
能となる。同時に、PEFC評価解析プラットフォームなどとの連携や他のNEDO事業者な

どにも広く活用をしてもらう拠点としての運用を効果的に行うことで、触媒および触媒層と
いった共通的な研究開発対象の技術の進展が広く促進することに貢献できる。さらに、
触媒及び触媒層を対象とした自動実験が広く産業界に普及するために必要な連携や教
育などにも貢献していく。
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